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審査要旨 
江戸中期、中国清代の南宗画を学ぶことから興った絵画は、日本では南画と呼ぶが、大雅・蕪村によ
って大成。以後全国的に広がり各地に南画家を輩出した。この画は多く武士階級の知識人により支持
され描かれたので、文人画ともいわれる。田能村竹田は、豊後竹田の岡藩士で、江戸後期を代表する
文人画家の一人である。文人画は絵の上に賛（題詩）を著けるのが普通で、特色でもある。そんな文
人画の中で、とりわけ絵と賛との関わりに意を深くそそいだのが竹田である。本論文は、緒言と中心
となる五つの章と結語で構成されている。各章毎に画業充実期（天保年間）の代表作を一つ取りあげ、
他の作品と賛詩とを比較検討して、画と詩の関連の中に作品の制作意図と竹田の心情を追求したもの
である。     
田能村竹田（1777～1835）は自作の画の上に言葉（題詩、題文）を多く書き入れている。その言葉
は、描いた時の記録の他、その画に寄せた自作の詩や、自身の画に対する所見であることも多かった。
竹田は画に記したそれらの言葉を集めた『自画題語』という書物を出版している。又、竹田の画論『山
中人饒舌』は特に著名である。同書中で、竹田は「文章を作る方法は、画に応用して語ることができ
る」と述べている。本論文は、竹田の代表作品 5点を選び、１点１点において、その賛（題詩・題文）
を取り上げ、その詩文に寄せた竹田の想い（憧れ・理想・心情）を分析して導き出し、その想いが、
自作の画の中の景物にいかに託されているかを考察したものである。言い換えれば、竹田画成立の要
因となっている作画の意図・動機を画中に描かれた人物や景物の分析と題詩・題文の考察を通して明
らかにしようとしたものである。 
緒言は「文章を作る方法で画について語る」ことを意識して題詩文と絵画について考察することを
述べ、考察対象として代表作 5 点を取り上げ、第１章「≪柳閣暁粧図≫の鏡を見つめる『美人』につ
いて」、第２章「≪暗香疎影図≫の梅を見上げる『高士』について」、第３章「≪亦復一楽帖≫の追加
の三図について」、第４章「≪松巒古寺図≫について」、第５章「≪曲渓複嶺図≫における『次韻』に
ついて」。この全５章から、「竹田は詩を作る方法で画を作り、画の中に詩を残して自己を表現したの
である」との結語を導いている。 
第１章では、竹田の代表作の１つ、天保元年に描いた『柳閣暁粧図』を取り上げている。本図は、
画面を埋め尽くすほどに柳が描かれ、その深林中の草屋の窓辺で鏡を見つめる女性を描いた作品であ
る。同図の画面上部には、竹田自身による五つの題詩が書きこまれている。竹田が天保元年７月２２
日から約 5ヶ月の間に順次書き入れていった題語である。本章では、その竹田の①から⑤までの題語
から、画中の鏡を見つめる女性にどのような意味を込めたかを考察している。第一節では、題語①が
「孔子家語」の言葉であると指摘する。孔子や屈原という在野の賢人をふまえた「美人」を、陶淵明
が職を辞して帰った「柳に囲まれた草屋」に住ませること（絵に描くこと）で、田園に在っても高い
徳を保つという自らの理想を重層的に表現した作品として位置づけている。 
 第２章では、林和靖を描いた図とされてきた《暗香疎影図》を取りあげ、梅を見上げる「高士」
の他三人が、それぞれ鶴、書物と瓢箪、琴と共に描かれていることに着目して、竹田が書き入れた題
語を解釈し、同図の着想について考察する。竹田にとって、梅が林和靖だけでなく、蘇軾と結びつく
ことから、《暗香疎影図》の「高士」には、林和靖像に蘇軾のイメージを加え、更にこの図を贈られた
呉石と竹田自身を重ねる趣向があったという解釈を提示している。 
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第３章では、《亦復一楽帖》の１３図のうち、竹田が頼山陽の求めに応じて描いた「追加の３図」を
取りあげる。竹田がその題材に選んだ、水仙と梅花、蘭竹、牡丹を、それぞれ草筆、白描、没骨法と
描法を変えていることの意味について考察し、さらに、「追加の３図」に描いた植物には、それぞれに
竹田と頼山陽に思い出があったと指摘し、画題の選択に込めた敬愛のメッセージを読み解いている。
第４章では、《松巒古寺》を取りあげる。同図が頼山陽のために描かれた経緯と、画面下部の樹木の
考察を行い、竹田が画面全体の構成と樹木の「松」に込めた意味を考察している。本図には、陶淵明
の「桃花源記」に詠まれた「舟に乗って魚を獲る人」や「水田」が描かれている。そこから、竹田が
「桃花源記」の展開に拠って画面を構成し、「仙境」を表現した作品として位置づける。さらに、本図
では、桃を描かずに、王子喬と赤松子の如き仙人や陶弘景と結びつく「松」を描いている。ここには、
長命長寿の意味を強調し、頼山陽の長寿を祈念しているとの解釈を提示する。 
第５章では、《曲渓複嶺図》において、竹田がかつて杜甫の詩に次韻して作った５首の律詩を同図の
題詩として寄せていることに着目して、竹田の作画方法について考察している。 
同図の画面は竹田が九州各地の渓谷で見た景色を描く。その中に、杜甫に縁のある「浣花草堂」や
「蜀の桟道」を、点々と配置している。これらのモチーフを詩における「韻字」と見なし、竹田が絵
において「次韻」を行っているという解釈を提示する。画面上部に描く「城塞」には、杜甫「白帝城」
と、竹田が住んでいた豊後竹田の城「岡城」との重ね合わせがあると指摘し、詩人の姿に自身を重ね
て詩や画を作る制作法に言及している。 
以上の考察を通して、論者は竹田における作画の意図と方法を浮彫りにし、頼山陽に対する敬愛の念
が竹田のいくつかの代表作を生み出す動因となっていることをあきらかにしている。画家の内面にま
で踏み込んで絵画作品解釈を試みた従来にないユニークな竹田論であり、文人画研究に寄与するもの
と言えよう。審査委員会では、以上のような評価に鑑みて、本論文が博士学位に値するものとの結論
を得た。 
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